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galli (L.) Beauv.)，ノゲシ (Sonchusoleraceus L.) ，ヒメジョ
オン (Erigeronannuus (L.) Pers.)，ハルジオン (Erigeron
philadeかhicusL.)，エゾノギシギシ (Rumexobtusifolius L.) ， 
イタドリ (Polygonumcuspidatum Sieb. Et Zucc.) ，ヨモギ

















時市鳴子温泉)北山地復内の 2つの採草地 (8号関場， 1.45 
ha ; 9号一2鶴場， 1.37 ha)で行われた。これらの採草地は，
3-4年間の銅料用トウモロコシ (Zeamays L.)生産と 6-7
年間の寒地型永年牧草の栽培が交互に行われている圏場で
あり，土壌は非アロフェン質黒ぼく土である。本試験実施
前には， トウモロコシが 2006年 5f:lから 2009年 9月まで




れた。基肥として探索燐加安 777(N-PzU5-K20 = 
170-170-170ダkg)300 kg!ha，熔成燐肥 (N-P205-K20= 
0-20-0 g/kg) 400 kg!ha，苦土石灰(アルカリ成分 550g1kg， 
マグネシウム 100g/kg) 2，000 kg!ha，牛ふん堆肥(N-P205叩 K20
= 12.3-11.2-25.0 gl公g)20，000 kglhaが施用された。牧草の
播種は2009年同月 13日に行われた。 8号湿場はオーチヤー
ドグラスとトーノレフェスク (Festucaarundinacea Schreb.) 
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3.14-6.37-21.20 kg/t現物と仮定した。 2010年 (1fj三回)には，
生草の収量見込を 30，000kg FMlhaとし， 7月 8日に牛ふん
堆肥を H区および L区でそれぞれ 42，000kg/haおよび
21，000 kglha施用した。 2011年 (2年目)には， の収
を40，000kg FMlhaとし，一番草収穫後の 7Jl 6自




両草地とも，各年 6月 5-24S (一番草)， 8月 5-9S 




項目 平均値 最小値 最大値
水分 (%FM) 57.0 53.8 60.1 
pH 7.7 7.7 7.7 
EC (ms/cm) 9.6 8.3 10.8 
TN (g/kg) 10.1 8.3 11.8 
P205 (g/kg) 8.1 7.6 8.5 
CaO (g/kg) 6.7 6.6 6.7 
MgO (g/kg) 4.0 3.3 4.6 
K20 (g/kg) 18.2 18.0 18.4 
灰分 (g/kg) 136 116 156 
TC (g/kg) 156 149 162 
NOJ-N (g/kg) 0.17 0.10 0.24 
NH4 -N (g/kg) 0.23 0.22 0.23 
無機 N(g/kg) 0.29 0.26 0.32 
表 2. 各処理区に実際に施用した有効成分量 (kg/hal年). 
2010年
陸場 処理区 N N 
8号 OT-H 107 193 707 208 301 953 
OT-L 53 95 348 104 151 478 
9 -2 OTRωH 106 192 701 208 300 951 
OT沢一L 54 97 355 105 152 480 
小倉ほか:牛ふん堆肥を施用した採草地の植生 3 
植生調査
各肢の中央部に， 100 mの調査用ラインを し，それ
に沿って 1m間陪で 20cm X 20 cmの調査地点を 100地点
設定した。各地点において最も被度が大きかった植物穣を
記録した。この調査を，各年 5月 27因坊 jヲ9日




衰退した(表 3および 4)0OT草地では， 2010年 6月には
オーチヤードグラスとトーノレブヱスクの合計出現頻度が L
B:および H区でそれぞれ 82%および 91%であった。 2011
になると， 5月には L区および日区でそれぞれ 75%お
よび53%認められたが， 10 J3にはL区で 13%，H B:ではまっ
たく認められなかった。他方 OTR草地では， 2010年 6月
にはオーチヤードグラスとトールフェスクの合計出現頻度
がL区および R区でそれぞれ 79%および 67%で、あったが，
その後減少し， 2011年には L庄で 13-29%， H B:で
7-18 %であった。一方，アカクローパの出現頻度は 2010
7月から 2011年 5月にかけて大きく上昇し，最大で
80-81 %に達した。しかし 2011年 10J3には， L豆および
H区でそれぞれ 14%および 3%に減少した。 2011年 10月
における，播種した 3草種の合計出現頻度は， L底および
H区でそれぞれ 30%および 10%であり， OT 草地よりも
高かった。
表 3. イネ科牧草播種草地 (8号盛場)の各処理区に出現した植物種とその出現頻度(%に
OT-L区 OT-H区
2010年
6/9 7/30 10/19 
2011年
5/27 8/5 10/26 
2011年













































































































































































































































































































































































































































6/9 7/30 10/19 
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6/9 7/30 10119 
63 40 17 
16 5 3 
6 8 1 
o 0 0 
o 0 0 
o 0 3 
o 0 
85 53 25 
2011年
5/27 8/5 10/26 
13 28 13 
o 1 3 
0 01  
o 0 0 
o 6 7 
o 9 16 
o 0 0 
13 44 40 
OTR-H IZ 
2010年


















































76 52 15 
2011年
























































15 58 55 

































































































































































































































































































































その他広報革本計 o 5 15 7 16 44 4 1 1 4 14 40 


















年 10月には 0%であったのに対し， OTR-L区では 30%で
あった。また， OT-HIZでは 2011年 8月にイチど (Abutilon






































































ほぼ消失したのに対し， OTR草地では L区で 30%，H区
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